
　　　　様式 １

　　　令和７年度

　　　第　　　　　　　号

施　工　地　名 胎内市　竹島　地内

自　令和
工　　　　　　期　（　106　日間　）

至　令和

健伸館倉庫増築工事

　　 　　 年　　　　　月　　　　　日

　　 　　 年　　　　　月　　　　　日

（　増築工事　）



様式 １－１

(  1  頁 )

共 通 仮 設 費 諸 経 費 対 象 経 費 対 象 外 経 費

健伸館倉庫増築工事 1

合計(工事価格）

消費税相当額（10％）

総合計

１．　工　事　費　総　括　表

名 称 棟
直 接 工 事 費 と
共 通 費 の 合 計

(A)
直 接 工 事 費

共 通 費 (A) の 内 訳



様式 １－２

(  2  頁 )

工事名称 健伸館倉庫増築工事

建 設 地 胎内市　竹島　地内

構造規模 木造

工事種別 増築工事

工事内容 直接仮設工事 1式

土工事 1式

地業工事 1式

鉄筋工事 1式

ｺﾝｸﾘｰﾄ工事 1式

型枠工事 1式

防水工事 1式

木工事 1式

左官工事 1式

ガラス工事 1式

塗装工事 1式

内装・外装工事 1式

屋根工事 1式

金属製建具工事 1式

撤去工事 1式

ｍ ｍ ㎡

3.64                9.10                33.12              33.12                                 
㎡

㎡

㎡

33.12                                 
㎡

10.02                                 
坪

合 計

工　　　事　　　の　　　概　　　要

面　　　積　　　計　　　算　　　書

棟 階 別 区 分
摘 要

面 積 計
梁　　　　間　　×　　桁　　　　行　　＝　　面　　　　積



様式 １－３

３．　直　接　工　事　費　内　訳　書
(  3  頁 )

実 施 設 計 変 更 設 計

金 額
(A)

金 額 対 象 経 費 対 象 外 経 費

1.直接仮設工事 1 式

2.土工事 1 式

3.地業工事 1 式

4.鉄筋工事 1 式

5.コンクリート工事 1 式

6.型枠工事 1 式

7.防水工事 1 式

8.木工事 1 式

9.左官工事 1 式

10.ガラス工事 1 式

11.塗装工事 1 式

12.内装・外装工事 1 式

13.屋根工事 1 式

実 施 設 計 変 更 設 計

金 額
(A)

金 額 対 象 経 費 対 象 外 経 費

14.金属製建具工事 1 式

15.撤去工事 1 式

直接工事費　　　計

名 称 数　量　、　単　位 備 考
(A) の 内 訳

名 称 数　量　、　単　位 備 考
(A) の 内 訳



様式 １－４

４．　共　通　費　内　訳　書
(  4  頁 )

実 施 設 計 変 更 設 計

金 額
(A)

金 額 対 象 経 費 対 象 外 経 費

　1.共通仮設費 1 式

　2.諸経費 1 式

計

実 施 設 計 変 更 設 計

金 額
(A)

金 額 対 象 経 費 対 象 外 経 費

名 称 数　量　、　単　位 備 考
(A) の 内 訳

名 称 数　量　、　単　位 備 考
(A) の 内 訳



様式 １－５

５．　直　接　工　事　費　内　訳　明　細　書
(  5  頁 )

単価 金額 単価 金額 金 額

1.直接仮設工事

　養生費 1 式

　整理清掃後片付け 工事中・竣工時 1 式

　外部足場

くさび緊結式足場 手摺先行方式
抜止め機能付き型
W600H10m未満 3ヶ月､掛け払手
間 往復運搬費 固定費 賃貸料
維持管理費 共 1 式

　ﾈｯﾄ状養生ｼｰﾄ張 り

防炎1類
掛払手間､賃貸料､掛払手
間、往復運搬費、維持管理
費　共 1 式

　小幅ﾈｯﾄ張り

防炎ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ
掛払手間､賃貸料､掛払手
間、往復運搬費、維持管理
費　共 1 式

単価 金額 単価 金額 金 額

1.直接仮設工事  計

名称 規格、品質
実施設計 変更設計

備考
対 象 外 経 費

数量・単位 数量・単位

名称 規格、品質
実施設計 変更設計

備 考
対 象 外 経 費

数量・単位 数量・単位



様式 １－５

５．　直　接　工　事　費　内　訳　明　細　書
(  6  頁 )

単価 金額 単価 金額 金 額

2.土工事

根伐り 45.0 m3

床付け 28.6 m2

埋戻し 根伐り土転用 33.2 m3

残土処分 場外搬出自由処分 11.8 m3

2.土工事　　計

単価 金額 単価 金額 金 額

3.地業工事

基礎下砕石 ｔ100 2.2 m3

土間下砕石 ｔ100 2.1 m3

ポリスチレンフォーム板 ｔ30 22.2 m3

ポリエチレンシート 22.2 m3

3.地業工事　　計

名称 規格、品質
実施設計 変更設計

備考
対 象 外 経 費

数量・単位 数量・単位

名称 規格、品質
実施設計 変更設計

備考
対 象 外 経 費

数量・単位 数量・単位



様式 １－５

５．　直　接　工　事　費　内　訳　明　細　書
(  7  頁 )

単価 金額 単価 金額 金 額

4.鉄筋工事

鉄筋　D10 SD 295 0.47 ton

鉄筋　D13 SD 295 0.08 ton

鉄筋加工組立費 手間 0.54 ton

鉄筋運搬費 手間 0.56 ton

スクラップ控除 0.02 ton

4.鉄筋工事　　計

単価 金額 単価 金額 金 額

5.コンクリート工事

基礎コンクリート 21N 4.8 m3

土間コンクリート 21N 5.1 m3

基礎底盤部圧送費 2.8 m3

基礎立上り部ﾎﾟﾝﾌﾟ圧送費 2.0 m3

土間部ﾎﾟﾝﾌﾟ圧送費 5.1 m3

ﾎﾟﾝﾌﾟ圧送　基本料金 3 回

5.コンクリート工事　　計

名称 規格、品質
実施設計 変更設計

備考
対 象 外 経 費

数量・単位 数量・単位

名称 規格、品質
実施設計 変更設計

備考
対 象 外 経 費

数量・単位 数量・単位



様式 １－５

５．　直　接　工　事　費　内　訳　明　細　書
(  8  頁 )

単価 金額 単価 金額 金 額

6.型枠工事

基礎普通型枠 10.3 m2

基礎打放し型枠 22.8 m2

型枠運搬 33.0 m2

6.型枠工事　　計

単価 金額 単価 金額 金 額

7.防水工事

建具廻りｼｰﾘﾝｸﾞ MS-2　10×10 23.0 m

面戸廻りｼｰﾘﾝｸﾞ MS-2　10×10 11.0 m

7.防水工事　　計

名称 規格、品質
実施設計 変更設計

備考
対 象 外 経 費

数量・単位 数量・単位

名称 規格、品質
実施設計 変更設計

備考
対 象 外 経 費

数量・単位 数量・単位



様式 １－５

５．　直　接　工　事　費　内　訳　明　細　書
(  9  頁 )

単価 金額 単価 金額 金 額

8.木工事

土台 PGｽｹｱｰ120*120 0.32 m3

構造材 2.9 m3

造作材 0.13 m3

金物 HD金物 20 ヶ所

金物 U15 6 ヶ所

金物 U20 16 ヶ所

金物 K2 12 ヶ所

金物 火打ち金物 40 ヶ所

土台パッキン 22.4 m

木製棚 1 式

構造用合板 ｔ9 5 枚

大工手間 1 式

釘・金物 1 式

単価 金額 単価 金額 金 額

8.木工事　　計

名称 規格、品質

実施設計 変更設計

備考

対 象 外 経 費

数量・単位 数量・単位

名称 規格、品質

実施設計 変更設計

備考

対 象 外 経 費

数量・単位 数量・単位



様式 １－５

５．　直　接　工　事　費　内　訳　明　細　書
(  10  頁 )

単価 金額 単価 金額 金 額

9.左官工事

基礎底盤上端ｺﾝｸﾘｰﾄ金ゴテ押
え 手間 18.9 m2

基礎天端ｺﾝｸﾘｰﾄ金ゴテ押え 手間 29.4 m

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ金ゴテ均し仕上 手間 31.6 m2

基礎天端ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞｔ10 29.4 ｍ

9.左官工事　　計

単価 金額 単価 金額 金 額

91.ガラス工事

型板ガラス ｔ4 6.4 ｍ2

10.ガラス工事　　計

名称 規格、品質
実施設計 変更設計

備考
対 象 外 経 費

数量・単位 数量・単位

名称 規格、品質
実施設計 変更設計

備考
対 象 外 経 費

数量・単位 数量・単位



様式 １－５

５．　直　接　工　事　費　内　訳　明　細　書
(  11  頁 )

単価 金額 単価 金額 金 額

11.塗装工事

柱ｷｼﾗﾃﾞｺｰﾙ塗り
土台からH=450部分
4面 4.5 m2

11.塗装工事　　計

単価 金額 単価 金額 金 額

12.内外装工事

外壁材 ｶﾗｰGL鋼板　ｔ0.4 52.4 m2

PB　張り ｔ12 52.4 m2

防水紙 52.4 m2

出隅役物 外壁同材曲げ加工 12.2 ｍ

土台水切り 外壁同材曲げ加工 20.8 ｍ

床アングル
L-65*65*8　　　　溶
融亜鉛ﾒｯｷ処理 2.2 ｍ

12.内外装工事　　計

名称 規格、品質
実施設計 変更設計

備考
対 象 外 経 費

数量・単位 数量・単位

名称 規格、品質
実施設計 変更設計

備考
数量・単位 数量・単位



様式 １－５

５．　直　接　工　事　費　内　訳　明　細　書
(  12  頁 )

単価 金額 単価 金額 金 額

13.屋根工事

折板 ｔ0.8 37.8 ｍ2

ｹﾗﾊﾞﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ 10 ヶ所

桁方向ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ 27.3 ｍ

軒先見切付換気面戸 9.1 ｍ

止め面戸 9.1 ｍ

エプロン 9.1 ｍ

ケラバ包み 糸尺850 8.1 ｍ

片棟包み 糸尺850 9.3 ｍ

雪止め金物
L-溶融亜鉛ﾒｯｷ処
理 8.3 ｍ

バレーガード 8.3 ｍ

折板用軒樋 SUS吊金具とも 9.3 ｍ

縦樋
VP100　ｶﾗｰ　　　　SUS支
持金具とも 5.4 ｍ

単価 金額 単価 金額 金 額

13.屋根工事　　計

名称 規格、品質
実施設計 変更設計

備考
対 象 外 経 費

数量・単位 数量・単位

名称 規格、品質
実施設計 変更設計

備考
対 象 外 経 費

数量・単位 数量・単位



様式 １－５

５．　直　接　工　事　費　内　訳　明　細　書
(  13  頁 )

単価 金額 単価 金額 金 額

14.金属製建具工事

ＡＳ－１ ｽﾁｰﾙｼｬｯﾀｰ 1.0 ヶ所

ＡＤ－１ 引違い戸(4枚建） 1.0 ヶ所

ＡＷ－１ 引違い窓 2.0 ヶ所

14.金属製建具工事　　計

単価 金額 単価 金額 金 額

15.撤去工事

アスファルト舗装　撤去 ｔ40 25.2 m2

単管上屋撤去 運搬・処分費　とも 1.0 式

15.撤去工事　　計

名称 規格、品質

実施設計 変更設計

備考

対 象 外 経 費

数量・単位 数量・単位

名称 規格、品質

実施設計 変更設計

備考

対 象 外 経 費

数量・単位 数量・単位



様式 １－６

６．　共　通　費　内　訳　明　細　書
(  14  頁 )

対 象 外 経 費

単　価 金　　額 単　価 金　　額 金 額

１．共通仮設費

共通仮設費 1 式

小計

対 象 外 経 費

単　価 金　　額 単　価 金　　額 金 額

２．諸経費

現場管理費 1 式

一般管理費 1 式

小計

数量・単位 数量・単位

名 称 規格、品質
実　　施　　設　　計 変　　更　　設　　計

備 考
数量・単位 数量・単位

名 称 規格、品質
実　　施　　設　　計 変　　更　　設　　計

備 考



胎内市役所　地域整備課
新潟県胎内市新和町　2番10号

新潟県胎内市新和町２番１０号

図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺 図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺

設計者 設計者 設計者 設計者設計者

2025.10図面リスト

1/ － (A3)

耐力壁配置図・接合部詳細図

A-01

健伸館倉庫増築工事

健伸館倉庫増築工事

撤去計画図

縮　尺図面番号 図　面　名　称 図面番号 図　面　名　称 縮　尺

A-08

図面リスト

配置図

A-09

特記仕様書(1)

A-01

A-02

A-04

A-05

A-06

A-07

図 面 リ ス ト

S-01

S-02

S-03

S-04

S-05

A-10 建具表

特記仕様書(2)A-03

立面図

平面図

断面図

断面詳細図

概要・仕上表・敷地求積図

基礎伏図・基礎詳細図

土台伏図

小屋梁伏図

小屋梁伏図

1/ 50

1/ 50

1/ 50

1/ 50

1/100

1/－

1/－

1/400

1/100

1/ 30

1/－

1/－

1/100

A-11

1/ 50

1/200

1/200



　・仕上表　　・建物の保全に関する説明書(取扱説明書を含む｡)　　

仕　様　書

Ⅰ　共通仕様
　　1.本共通仕様及び特記仕様に記載されてない事項は、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　公共

　　2.標仕に用いられている用語を次のとおり読み替える。

　　　(1)「契約書」を「新潟県財務規則(昭和57年3月1日新潟県規則第10号)別記(第78条関係)建設

　　　　工事請負基準約款」（以下「約款」という。）に読み替える。

　　　(2)「監督職員」を「監督員」に読み替える。

　　　(3)「特記仕様書」を「特記仕様」に読み替える。

　　3.次の各号に該当する標仕の項目について、標仕の規定を別表に置き換えて適用する。

　　別　表（建築工事）
号        項   目 　　　　      置 き 換 え 後 の 標 仕 の 規 定

１章　各章共通事項

 1.1.2　用語の定義(1)

いう。

(ア)「監督員」とは、約款第10条に基づき受注者に通知された者を

１節　共通事項

(セ)「書面」とは発行年月日及び氏名が記載された文書又は

新潟県CALSシステム上で電子決裁処理された電磁的記録をいう。

　 く。)を含む。

　 況、出来形、品質及び出来ばえの検査(ただし、②に係る検査を除

　 発注者又は検査職員が行う検査をいい、 工事の施工体制、施工状

　　①工事の完成(約款第32条)

　　③部分引渡しの指定部分に係る工事の完成(約款第39条)

　　④契約の解除時における出来形部分(約款第48条)

　　⑤必要があると認めたときの臨時検査(約款第50条)

　　②部分払の請求に係る出来形部分又は部分払指定工事材料等

　　　(約款第38条)

(ナ) ｢工事検査」とは、約款に基づく次の各事項の確認をするために

　　　(1)　1章　各章共通事項　1節　共通事項　1.1.2 用語の定義の(ア)、(セ)、(ナ)

　　　(2) 　〃　　　　　　　　　　　　　　　 1.4.2 材料の品質の(１)及び(２)

　　　(3)　 〃　　　　　　　　　　　　　　　 1.4.4材料の検査等の(１)

　　　(4)　 〃　                             1.6.1工事検査の(２)及び(３)

　　4.次に掲げる標仕の規定は、適用しない。

　　　〃    1.6.2　技術検査　

　　　1章   1.1.2　用語の定義の(ニ)　

1.4.2　材料の品質等

   品目については、当該名簿に記載されている材料又は製造所の製品

   とするほか、設計図書に定める品質及び性能を有するものとし、新

   　なお、「新品」とは、品質及び性能が製造所から出荷された状態

   であるものを指し、製造者による使用期限等の定めがある場合を除

   き、製造後一定期間内であることを条件とするものではない。

   品とする。ただし、設計図書に定めのある場合は、この限りでない。

(１) 使用する材料は「建築材料・設備機材等品質性能評価事業建築

   材料等評価名簿（契約時の最新版）」の名簿に記載されている

　 証明となる資料を、監督員に提出する。

   　ただし、設計図書に定めるＪＩＳ又はＪＡＳの材料で、ＪＩＳ

   る材料を使用する場合は、 あらかじめ監督員の承諾を受けたとみ

   又は ＪＡＳのマーク表示のあるものを使用する場合又はあらかじ

　 め監督員の承諾を受けた場合(次の(ｱ)から(ｳ)のいずれかに該当す

   なすことができる。)は、この限りでない。

(２) 使用する材料が、設計図書に定める品質及び性能を有することの

　 (ｱ) 建築基準法その他の認定品で、マーク等の確認ができる材料

　 (ｲ) 建築材料・設備機材等品質性能評価事業　建築材料等評価名簿

　　   に記載されている材料又は製造所の製品（特記で標仕の規定に

　　   基づく品質及び性能以外を規定した場合を除く｡)

　 (ｳ) 特記により指定された材料又は製造者の製品

1.4.4　材料の検査等 (１) 工事現場に搬入した材料は、種別ごとに監督員の検査を受ける。

　 (ｲ) 建築基準法その他の認定品と指定された材料で、工事完成検査

　　の承諾を受けた場合は、この限りでない。

　　ただし、次の(ｱ)若しくは(ｲ)に該当する場合又はあらかじめ監督員

　　   クを確認できる場合

　 (ｱ) 工事完成検査時又は工事写真で、ＪＩＳ若しくはＪＡＳのマー

　　   る場合

　　   時又は、工事写真で品質、性能を証明するマーク等を確認でき

1.6.1　工事検査

(３) (１)の通知又は(２)の請求に基づく検査並びに約款第48条及び

　　第50条に規定する検査は、発注者から通知された検査日に受ける。

(２) 約款に基づく部分払を請求する場合は、当該請求に係る出来部分

　 等の算出方法について監督員の指示を受けるものとする。

(2)

(3)

(4)

新潟県胎内市新和町２番１０号

図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺 図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺

設計者 設計者 設計者 設計者設計者

2025.10

　　　なお、(参考　・　)は標仕の「各部配筋　参考図」を表す。

　　3.特記事項に記載の(　．．　)内の表示番号は、標仕の当該項目、当該図または当該表を示す。

　　　・印と※印の付いた場合は、共に適用する。

　　　・印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　2.特記事項は、・印の付いたものを適用する。

　　1.項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。　　

Ⅱ　特記仕様

　　4.製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記載は省略する。また（　）内は製品名を示す。

　　　項　　目 　　　　　特　　記　　事　　項章

※請負工事費500万円以上の場合は登録する。                        　 (1.1.4)１ 工事実績情報ｻｰﾋﾞ
 　ｽ(CORINS)への登録

１
 
各
 
章
 
共
 
通
 
事
 
項

２ 工事用水

３ 工事用電力

４ 仮設建物等

構内既存の施設　　※利用できない　　　・利用できる（※有償　　・無償）

構内既存の施設　　※利用できない　　　・利用できる（※有償　　・無償）

現場事務所､倉庫､下小屋等の仮設建物の位置はあらかじめ監督員の承諾を受ける。

１ 監督員事務所等 ・監督員事務所　・10　・20　・35　・65　・　　㎡程度を設ける。      (2.3.1)

・仮設事務所の中に監督員用空間を　　㎡程度確保する。

・監督員が使用できる備品として、下記のものを工事期間中現場に用意し、貸与

　する。

　・保護帽　　ケ　　・雨具　　着　　・長靴　　足　　・安全帯　　組

２
 
仮
 
設
 
工
 
事

 　取合い

手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

｢手すり先行工法に関するｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」に基づく足場の設置に当たっては、同ｶﾞｲ

ﾄﾞﾗｲﾝの別紙１｢手すり先行工法による足場の組立等に関する基準｣における2の(2)

５ 足場 

・構外搬出適切処理(指定場所：　　　　　)

・処分地未特定のため、場内仮置きとし契約後変更とする

　 処理

３
 
土
工
事

１ 埋戻し及び盛土 ・Ａ種 ※Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・建設汚泥から再生した処理土　(3.2.3)(表3.2.1)

・構内指示の場所（・敷き均し　　　・堆積）　　　　 　　　　　　　　(3.2.5)２ 建設発生土の

４
 
地
 
業
 
工
 
事

２４追加特記　６「工事区分表」による。

※これにより難い場合は監督員と協議する。

カーテンウォｰル工事 ・カーテンウォｰル施工(ＰＣ)　・サッシ施工　・ガラス施工

標仕に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定工法による。

金属工事　　　　　　・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業）

　　　                                                         (1.5.2)
　 適用工事種別　　　　　　　　　　　技 能 検 定 の 職 種

鉄筋工事　　　　　　・鉄筋施工(鉄筋組立て作業)

コンクリート工事　　・型枠施工

鉄骨工事　　　　　　・とび

ﾌﾞﾛｯｸ･ALCﾊﾟﾈﾙ工事　 ・ブロック建築　　・ＡＬＣパネル施工

タイル工事　　　　　・タイル張り

木工事　　　　　　　・建築大工

左官工事　　　　　　・左官

塗装工事　　　　　　・塗装（建築塗装作業）

植栽工事　　　　　　・造園

屋根及びとい工事　　・建築板金（内外装板金作業）　

建具工事　　　　　　・サッシ施工　　　・ガラス施工　　　・自動ドア施工

防水工事　　　　　　・防水施工（・ｱｽﾌｧﾙﾄ防水工事作業　・塗膜防水工事作業

　　　　　　　　　　　・合成ｺﾞﾑ系ｼｰﾄ防水工事作業　・ｼｰﾘﾝｸﾞ防水工事作業）

内装工事　　　　　　・内装仕上げ施工（・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ系床仕上げ工事作業　・ﾎﾞｰﾄﾞ 

　　　　　　　　　　　仕上げ工事作業）　　・表装（壁装作業）　　 

石工事　　　　　　　・石材施工（石張り作業）

２４追加特記　７｢発生材の処理等｣による。　　　　　　　　　　　 (1.3.8)

※要(                  )　　　 　 　　　  　　         　　 　　　　(1.3.3)

　・多雪地域の指定　　積雪区分　建告示第１４５５号　別表（　　）

　・地表面粗度区分　　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ

　・地区の区分に応じた風速（Ｖo（m／sec））　・ ３０　・ ３２

建築基準法に基づき指定する条件                                      (1.2.2)

２ 概成工期 ※無し　　・有(工期　令和　　年　　月　　日)                        (1.2.1)

４ 工事の記録等

５ 電気保安技術者

６ 発生材の処理等

７ 特別な材料の工法

８ 技能士

16 設備工事との

契約書に基づく履行報告に当たり、報告に用いる書式等は「工事運行マニュアル

（新潟県土木部都市局営繕課）」による。　　　　　　　　　　　　　　　(1.2.4)

きるように行うものとし、「国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　営繕工事写真

工事施工状況写真の撮影は、工事に係る材料、施工及び品質管理の状況が確認で15 工事施工状況写真

撮影要領(令和５年版)による工事写真撮影ガイドブック（令和５年版）」を参考

とする。

提出部数　　部

印刷物若しくは電子データ(DVD等のメディア)で提出する。

大きさ　※キャビネ　・半紙　・電子データ（２００dpi/inch）

写真専門業者の撮影したカラー写真　　　部提出する。（ネガ又は電子データ共）14 特別完成写真

　工事完成写真は、着手前の敷地全景(敷地の位置は朱線で記入)、外部全景４面、

　内部主要各室、屋外施設その他監督員が必要と認め指示した個所等とする。

13 工事完成写真 工事履行後、整理のうえ監督員に提出する。　　提出部数　　　部

する。

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に委譲するものと12 施工図等の取扱

　・案内図及び配置図　・平面図　・立面図　・断面図  　　     (1.7.1～1.7.3)

　・その他監督員が指示した図面

次のものを作成し提出する。なお、作成方法・部数等は監督員の指示による。

   濃度測定
10 化学物質の

11 完成図等

　提出部数等　(・A3　　部　・ＣＡＤデータ）

※実施する(　　　　　　　　　　　　)                　　　　　　　  (1.5.5)９ 見本施工

５ 床下防湿層

　　　　　・図示による

４ 砂利地業 ※再生クラッシャラン　　・ 切込み砂利及び切込み砕石                (4.6.2) 

 厚さは合板の厚さとする。                                         (表6.2.4)
　 打放し仕上げ
９ コンクリート

 種　別 　コーン穴の仕上げ面

・面うち　・ 面と同一

・面うち　・ 面と同一

・12ｍｍ

　厚さ

※12ｍｍ　・ 15ｍｍ

※12ｍｍ　・ 15ｍｍ

　　施 工 箇 所

・Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

５ 混和材料の種別

６ 無筋コンクリート

・側溝類コンクリート　　　・裏込めコンクリート　　　・　

・配管埋設用コンクリート　・防水層保護コンクリート　・捨コンクリート

７ 型枠材料

ひび割れ誘発目地　　※図示　・監督員の指示による

外部に面するコンクリート打放し仕上げ（仕上塗材、塗装等の仕上げを行う場合を

コンクリートの増打ち厚さ     ※２０mm     ・　

よる品質計画で定める。また、粗面の状態は、監督員の承諾を受ける。

適用範囲は１１章タイル工事 ３コンクリート素地面の処理による。

の場合は、モルタルの接着に適した粗面に仕上げる工法を 1.2.2｢施工計画」に

８ ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体表面
　 の処理

※混和剤 　・混和材　　   　　　　　　　　　　　　　　　           (6.3.1)

含む。）の打増し厚さ　　※20mm　・図示      　　　　　　　　　　　 (6.8.1)

外装ﾀｲﾙ後張り面の躯体表面の処理                    (6.8.3)(11.3.5)(15.3.4)

 ＭＣＲ工法又は（15.3.4）(4)による目荒らし工法とする。なお、目荒らし工法

るものとする。ただし、無筋ｺﾝｸﾘｰﾄに用いる場合を除く。

・高炉セメントＢ種（                             ）

３ セメントの種類

水和熱

・Ａ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    

４ 骨材の品質 アルカリシリカ反応性による区分　　　　　　　　　　　　　　　(6.3.1)(6.5.4)

28ｄ

7ｄ 352 J/g以下

402 J/g以下

２ ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ ※Ⅰ類　　　　・Ⅱ類　　　  　　　　　　　　              (6.2.1)(表6.2.1)
　 の類別

※Ｂ(※コンクリート中のアルカリ総量Ｒｔ=3.0kg/m 以下)3

※普通ポルトランドセメント又は高炉セメントのＡ種   (6.3.1)(6.3.2)(表6.3.1)

※下記のコンクリートは無筋コンクリートとして扱う。　　　　　　　 （6.14.1）

普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、次の規定の全てに適合す  

・１８

 　施　工　箇　所

・

・・　

・

　　　　　スランプ2　　設計基準強度 Fc(N/㎜ )

　 設計基準強度

１ 普通ｺﾝｸﾘｰﾄの 　

※２４

・２１

※構造体ｺﾝｸﾘｰﾄ：発注強度=設計基準強度(Ｆｃ)+構造体強度補正値(Ｓ)

適用箇所　　※図示　・　

※Ｈ形(□は除く)　・　　　　 　　        　　　　　　　　　　 　 (参考2.2)

５ 最上階柱頭補強

耐震壁　　※図示

※行う    　・ 行わない　  　　　　　　　　　　                  (参考2.1)

一般壁　　※Ａ形　　・Ｂ形　　・図示　　　　　　　　　　　　　　 (参考4.4)

７ 梁貫通孔の補強

・既製品(建築基準法による指定又は認定を受けたもの)

※Ｈ形　　・ ＭＨ形　　・ Ｍ形       　　   　　　　　　　　　　 (参考7.1)

※超音波探傷試験     ・引張試験    　　　　                        (5.4.9)８ 圧接完了後の抜取

６ 壁開口部の補強

　 形式

試験

４ 帯筋

９ 機械式継手 適用箇所　　※図示　・　

10 溶接継手

１ 鉄筋の種別 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(5.2.1)(表5.2.1)

・　　

・ＳＤ３４５

 種類の記号　　　　　　　　呼　び　径　（mm）　　　　　　　　備　　考

異形鉄筋

異形鉄筋・ＳＤ２９５

　 定着 継手位置 ※各部配筋参考図による ・図示 

機械式定着工法の適用　　　・適用箇所（・　　　　　　・図示　）

・種類（　　　　　　　　　）

３ 鉄筋の最少かぶり
　 厚さ

最小かぶり厚さは目地底から算定する 　　　　　　　　　　　　　　  　(5.3.5)

耐久性上不利な箇所（塩害等を受けるおそれのある部分等）の最小かぶり厚さは

下表による。

施 工 箇 所 表5.3.6の値に加える寸法（mm）

・

６
 
コ
 
ン
 
ク
 
リ
 ー

 
ト
 
工
 
事

５
 
鉄
 
筋
 
工
 
事

９
 
防
 
水
 
工
 
事

　 ただし試験成績書を監督員に提出し、承諾を得た場合は試験を省略できる

 ※簡易接着性試験　・引張接着性試験(施工部位　　　　　　)

接着性試験　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　　　　　(9.7.5)

　　　シーリング材の種類(記号)　　　　　施 工 箇 所
下表以外は標仕表9.7.1による。　                　　　　　 (9.7.2)(表9.7.1)５ シーリング

６ 防水の施工  ※防水工事は、以下のいずれかの施工業者（元請業者又は一次下請業者に限る）に

　 による施工とする。

 　　　有する者が所属している事業者。なお、当該資格を有する者が本工事の施工

・建築仕上げ改修施工管理技術者（(一財)建築保全センター）

・防水施工管理技術者（Ⅰ種）（(一社)全国防水工事業協会）

・登録防水基幹技能者（(一社)全国防水工事業協会）

 　○　新潟県内に主たる事業所を置く事業者であり、かつ以下のいずれかの資格を

 　○　新潟県防水工事業協同組合員

 　　　に関与することとする。契約後、証する資料の写しを提出し監督員の確認を
　　　 受けること。

　保 証 期 間

１０年間

１０年間・　　　　　　　　工法

・　　　　　　　　工法

　　　工 法 種 別 　　　　　施 工 箇 所

１０年間・　　　　　　　　工法

※保証書の提出部数　正本１部

 ・　提出しない

　　　と協議すること。

 　　 組合」と３者連名の保証書を提出する。ただしこれにより難い場合は監督員

７ 防水保証

 ※  「受注者」「一次下請業者」「補償団体・損保会社又は新潟県防水工事業協同

９
 
防
 
水
 
工
 
事

表面仕上げの種別 適用箇所

機械加工 ・ Ｂ種

 ・ Ｃ種

 ・ Ｈ－Ａ種

 ・ Ｈ－Ｂ種

 ・ Ｈ－Ｃ種

手加工

 ・ Ａ種

２ 製材 (12.2.1) (12.4.1) (12.5.1) (12.6.1) (12.7.1)(表12.2.1)(表12.2.2)

・「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材
材面の
品質樹種  寸法 含水率等級(mm)

保存
処理形状

※ 2級　・　

※ 2級　・　

※ 2級　・　

施工箇所

12 １ 表面仕上げ (12.1.4)(表12.1.1)(表12.1.2)
　
木
 
工
 
事

・「製材の日本農林規格」以外の製材

・適用しない
・適用する

・適用する

・適用しない

防虫処理 含水率施工箇所 樹種
寸法
(mm)

（※A種 ・B種） 

 造作材の場合 

（※A種 ・B種） 

 造作材の場合 

造作材の材面
の品質

（　　　　   ） 

（　　　　   ） 

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材
材面の
品質

※ 10％以下

※ 10％以下
・　

・　
※ 10％以下
・　

等級

※ 1等　・　

※ 1等　・　

※ 1等　・　

寸法
(mm)樹種施工箇所 保存

処理含水率

・「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製材

施工箇所 樹種 寸法
(mm) 等級 材面の

品質
保存
処理

見え掛り面以外

見え掛り面

含水率形状

・　

施工箇所 品名 板面の品質

針葉樹　※C-D以上　・　

針葉樹　※C-D以上　・　

単板の
樹種名

広葉樹　※2等以上　・1等

広葉樹　※2等以上　・1等

※ 1類

・ 2類

※ 1類

・ 2類

接着の
程度

・ 

※5.5

・ 

※5.5

厚さ
(mm)

６ 合板等 ・「合板の日本農林規格」による普通合板　　　　　　　　　　　　　　(12.2.1)

・「合板の日本農林規格」による構造用合板

強度等級

・指定しない
(        )

・指定する

・指定しない
(        )

・指定する

・指定しない

・指定する

樹種名

・適用する
・適用しな
い

・適用する
・適用しな
い

・適用する

・適用しな
い

　以上

・

※C-D
　以上

・

※C-D
　以上

・

品質

・1級

　以上
※2級

※2級
　以上

・1級

※2級
　以上

・1級

接着
の程度

※１類

・特類

※１類

・特類

・特類

※１類

品名 厚さ
(mm)

・

※12

・

※12

※12

保存
処理 の適用

防虫処理等級 単板の板面の

７ 接着剤 ホルムアルデヒドの放散量    ※ 規制対象外  ・    

８ 防腐・防蟻処理 ・ 防腐、防蟻処理を省略できるが樹種による製材

　　　　適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

・ 薬剤の加圧注入

適用部材 保存処理性能区分

・ Ｋ２ ・ Ｋ３ ・ Ｋ４

・ Ｋ２ ・ Ｋ３ ・ Ｋ４

・ Ｋ２ ・ Ｋ３ ・ Ｋ４

(12.2.2)(12.2.3)

(12.3.1)(12.3.2)

　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

・ 薬剤の接着材への混入 　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

1/ － (A3)

施工箇所

・9 ( 1級 )防腐
防蟻

普通
合板

※C-D

　C-D

土台

GL+1,000迄の柱　防蟻防虫・ 防蟻・防虫処理

耐震壁

A-02

　　　建築工事標準仕様書（建築工事編）令和７年版」（以下「標仕」という。）による。

建築工事特記仕様書（1）

健伸館倉庫増築工事

健伸館倉庫増築工事設計図

胎内市役所　地域整備課
新潟県胎内市新和町　2番10号

３ 品質計画等

30

施工箇所　※建物内の土間ｽﾗﾌﾞ及び土間ｺﾝｸﾘｰﾄ下（ﾋﾟｯﾄ下を除く)        (4.6.5)

２ 鉄筋の継手及び

・基礎 18

ｻｯｼｭ廻り MS-2

D10　D13

・ 胴縁 図示杉

杉

杉

図示

図示

図示

図示

図示

15％以下

15％以下

15％以下

※ 上小節

※ 小節以上
・ 小節以上

構造材　造作材

呼び名19mm以上の柱、梁の主筋　・ガス圧接　　・重ね継手　 　　　　　(5.3.4)



・標準色（※ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ)

新潟県胎内市新和町２番１０号

図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺 図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺

設計者 設計者 設計者 設計者設計者

2025.10

胎内市役所　地域整備課
新潟県胎内市新和町　2番10号

   表面処理法　 　　　　施　工　箇　所　　　　　種　別

・Ａ種(板厚6.0ｍｍ以上)

・Ｂ種(板厚3.2ｍｍ以上)

・Ｃ種(板厚1.6ｍｍ以上)

・Ｄ種

・Ｅ種

・Ｆ種

電気亜鉛めっき

溶融亜鉛めっき

                                                        (14.2.3)(表14.2.2)

２ ステンレスの表面

１ あと施工アンカー  ※ 適用する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(14.1.3)

                                                                  (14.2.1)

３ アルミニウム及び                                                         (14.2.2)(表14.2.1)

　
金
　
属
　
工
　
事

14

・No２Ｂ程度

　　種　類

※ＨＬ程度

・鏡面仕上げ

　　　　　　　　　　施　工　箇　所

・

 　の引抜き耐力試験

　 仕上げ

　 アルミニウム合金
　 の表面処理

　色合い　　種　別

・ﾌﾞﾗｯｸ

　無着色

　　　　　　　　施　工　箇　所

・BB－１種

・BB－２種 ・ﾌﾞﾗｳﾝ系  ・ｽﾃﾝｶﾗｰ

３ と　い

掃除口　　　　　　・有り　　・無し

材 種　　　　　　 ※配管用鋼管　・硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管 　  (13.5.2)(表13.5.1)

　　　　　　　　　・　

鋼管製といの防露　※ 標仕表13.5.4による

13
 
屋
根
及
び
と
い
工
事

防火材料の指定　※屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする。　　　(15.6.2)

　 直均し仕上げ

１ 床コンクリートの15

   　　施 工 箇 所 　平たんさ（㎜） 　　　　　備　　考

２ 仕上塗材仕上げ

・内装薄塗材Ｅ

・外装薄塗材Ｅ

　　　呼　び　名 　　　　仕上げの形状等

　砂壁状じゅらく

・薄付け仕上塗材

　　種　　類

・

・

・複層塗材ＲＥ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＣＥ 

耐候性　※３種　・２種　・１種

・複層仕上塗材

・防水形複層塗材Ｅ

・

※砂壁状　・着色骨材砂壁状

・ゆず肌　・凸部処理　※凹凸状

下表以外は標仕表6.2.5及び標仕15.4.2による        (表6.2.5)(15.4.1)(15.4.2)

・防水形複層塗材ＲＥ

　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　(15.6.2)(表15.6.1)

　　　　　・ﾒﾀﾘｯｸ

　　　　　・ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系

外観　　　※つやあり　・つやなし

樹脂　　　※ｱｸﾘﾙ系　・　　　

溶媒　　　※水系　　・溶剤系　　

※防水形は増塗を行う。

　
左
　
官
　
工
　
事

・見本の製作　　　　（建具番号　　　　　　　　　　　　　）　　  　(16.1.4)

・特殊な建具の仮組等（建具番号　　　　　　　　　　　　　）

１ 見本の製作等

２ 防犯建物部品

外部に面する建具の性能等級等(ｺﾝｸﾘｰﾄ下地及び鉄骨下地)    (16.2.2)(表16.2.1)

　種別  水密性 気密性耐風圧性

Ｓ－２

Ｓ－３

・Ｄ種

・Ｅ種

施工箇所 枠見込み(mm)

外部に面する建具の性能等級(木下地)　　　　　　　　　　　(16.2.2)(表16.2.2)

Ｗ－３

Ｗ－３

Ａ－３

Ａ－３

 枠見込み(mm) 施工箇所

※７０

・

・　　Ｗ－５

・

※Ｗ－４

 水密性 気密性

※Ａ－３

・

　Ａ－４Ｓ－６

Ｓ－５

Ｓ－４・Ａ種

※Ｂ種

・Ｃ種

３ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具
　種別 耐風圧性

表面処理   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (16.2.4)(表14.2.1)
施工箇所

外部建具

　　　  種　別

※BB-１種

・BB-２種

　　　　　　 色　合　い　等

・無着色

内部建具 ・無着色

・標準色（※ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ)・BC-２種

・BC-１種　　・　　

※適用する（適用部品及び適用位置は図示による）　 　　　　　　　　（16.1.6）

防虫網　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　(16.2.3)

　網の種別　※合成樹脂製 ・ｶﾞﾗｽ繊維入り合成樹脂製 ・ｽﾃﾝﾚｽ(SUS316)製

　形　　式　・外部可動式 ・固定式 ・図示

16
　
建
　
具
　
工
　
事

　
建
　
具
　
工
　
事

かぎ箱　市販品　形式　・３０組用　・６０組用　・１２０組用　

鍵札数量　　　　　・錠前１組に２枚とする　・錠前１組に　枚とする

マスターキー　　　※製作する（　　本）　　・製作しない　 　   　　(16.8.4)

開閉形式　　※手動式　・上部電動式（手動併用）       　　　　　　(16.12.2)

外部に面するシャッターの耐風圧強度  (            ) N/㎡   　　 　(16.12.2)

スラット　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (16.12.3)(16.12.4)(表16.12.2)

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ等　※鋼板製　・ｽﾃﾝﾚｽ製SUS304(厚さ1.5mm) 　　　　　　　(表16.12.2)

ｼｬｯﾀｰｹｰｽ　　厚さ（mm）　・0.4　・0.8　・　 　 　　　　　　　　（表16.12.2）

　合金めっき鋼板及び鋼帯

・塗装溶融55%ｱﾙﾐﾆｳﾑ-亜鉛

　鋼板及び鋼帯

・塗装溶融亜鉛めっき　　

　材　　質  めっき付着量

※Z06又はF06

・

※AZ90

・ ・ 1.0

・ 0.8

・ 0.6

・ 0.5

　厚さ(mm) 形　　状

※ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ形

・ｵｰﾊﾞｰﾗｯﾋﾟﾝｸﾞ形

下記以外は、建具表による　　                               　　　(16.14.2)

・強化ガラス

　特性による種類　　・Ⅰ類　 ・Ⅱ-1類　 ・Ⅱ-2類　 ・Ⅲ類

・合わせガラス

・複層ガラス

・熱線反射ガラス

　　　　　特性による種類

・Ⅰ類

・Ⅲ類（曲面はⅠ類）

　　　材料板ｶﾞﾗｽによる種類

・ﾌﾛｰﾄ強化ｶﾞﾗｽ

・型板ｶﾞﾗｽ

・Ｇ　　・Ｓ

種　　類

・断熱複層ｶﾞﾗｽ

・日射熱遮へい複層ｶﾞﾗｽ

　　断熱性、日射遮へい性による区分

・Ｔ１　・Ｔ２　・Ｔ３　・Ｔ４　・Ｔ５　・Ｔ６

・熱線吸収網入り磨き板ｶﾞﾗｽ

・熱線吸収ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ

　　　材料板ｶﾞﾗｽによる種類 特性による種類

・１種

・２種 ・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ　・ｸﾞﾘｰﾝ

・ﾌﾞﾙｰ　  ・ｸﾞﾚｰ

色　　調

・熱線吸収板ガラス

・ｸﾞﾚｰ　・ﾌﾞﾙｰ　・ﾌﾞﾛﾝｽﾞ　・　・熱線吸収倍強度ｶﾞﾗｽ

※ﾌﾛｰﾄ倍強度ｶﾞﾗｽ　　　

 材料板ｶﾞﾗｽによる種類の名称 　　　　　色　　調

・倍強度ガラス

・３種

・２種

・１種

・倍強度ｶﾞﾗｽ

・強化ｶﾞﾗｽ

・熱線吸収板ｶﾞﾗｽ

・ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ

　材料板ｶﾞﾗｽの種類種　　類

※熱線反射ｶﾞﾗｽ　　　

・高性能熱線反射ｶﾞﾗｽ

日射遮へい性 耐久性

・Ａ類

・Ｂ類

ガラス留め材　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　    (16.14.2)(表9.7.1)17 ガラス留め材

　　建具の種類 　　　　　　　　　材　　　種

・ｼｰﾘﾝｸﾞ材　　※ｶﾞｽｹｯﾄ（FIX部はｼｰﾘﾝｸﾞ材）アルミニウム製

鋼製及び軽量鋼製 ※ｼｰﾘﾝｸﾞ材

※ｼｰﾘﾝｸﾞ材ステンレス製

　　　　　・建築仕上げ改修施工管理技術者（(一財)建築保全センター）

　　　　　・登録建設塗装基幹技能者（(一社)日本塗装工業会）

　種別　※Ａ種　・Ｂ種（施工箇所：　　　　　　　　　　　　　　　　）

１ 素地ごしらえ せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面及びその他ﾎﾞｰﾄﾞ面の継ぎ目処理工法の場合　(18.2.7)(表18.2.7)

２ 錆止め塗料塗り ２回目の錆止め塗料塗り　                                        （18.3.3）

　・鉄骨等の製作工場　　　・工事現場

　 塗装業者４

３ 耐候性塗料塗り 鉄工面耐候性塗料塗りの上塗り塗料                                （18.7.2）

亜鉛メッキ鋼面耐候性塗料塗りの上塗り塗料                        （18.7.3）

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面耐候性塗料塗りの種別                （18.7.4）

　・１級　　　・２級　　　・３級

　・１級　　　・２級　　　・３級

　・Ａ種　　　・Ｂ種　　　・Ｃ種

※　塗装工事は、以下のいずれかの施工業者（元請業者又は一時下請業者に限る）

　　による施工とする。

　　○　新潟県内に主たる事業所を置く事業者であり、かつ以下のいずれかの資格

　　　　を有する者が所属している事業者。なお、当該資格を有する者が本工事の

18
　
塗
　
装
　
工
　
事

　　　　施工に関与することとする。契約後、証する資料の写しを提出し監督員の
　　　　確認を受けること。

　　○　（一社）日本塗装工業会の会員

・強化せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ ＧＢ－Ｓ

・12.5（不燃）　 ・15.0（不燃）

・9.5（準不燃）　・12.5（準不燃）

・9.5（準不燃）　・12.5（不燃）

・凹凸ﾀｲﾌﾟ(※12.0　・15.0)　((個)不燃)

※ﾌﾗｯﾄﾀｲﾌﾟ(※9.0　・12.0　・　　　)

・15　・20　・25

・　　　　　　　　　　　ﾀｲﾌﾟ2(無石綿)

・15　・20　・25

　　　　　厚さ(mm)・規格等

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　(19.7.2)(表19.7.1)

 JISの記号

ＨＷ

ＮＷ

０.８ＦＫ

ＤＲ

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－ＮＣ・不燃積層せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・けい酸ｶﾙｼｳﾑ板

・普通木毛ｾﾒﾝﾄ板

・硬質木毛ｾﾒﾝﾄ板

　　　　種　　類

・ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板

　9.5(不燃)　・化粧無(下地張り用)

　　　　　 　・化粧有(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様)

ＧＢ－Ｆ

・

目地処理の処理

・目透し工法

・せっこうボードの目地処理                              (19.7.2)(表19.7.5)

せっこうﾎﾞｰﾄﾞのｴｯｼﾞの種類 施　工　箇　所

・継目処理工法

・突付け工法

軽量鉄骨下地ﾎﾞｰﾄﾞ遮音壁の遮音ｼｰﾙ材　 　　　　　　　　　　(19.7.2)(表9.7.1)

　・適用しない

・ﾃｰﾊﾟｰｴｯｼﾞ ・ﾍﾞﾍﾞﾙｴｯｼﾞ　

・ﾍﾞﾍﾞﾙｴｯｼﾞ ・ｽｸｴｱｴｯｼﾞ

　※適用する（・アクリル系　・ポリウレタン系　・ジョイントコンパウンド）

19
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※塩化ﾋﾞﾆﾙ製（白）、ｽﾃﾝﾚｽﾅｯﾄ(10mm)４本詰め、文字入れ共　

　取付け場所（・図示　　・監督員の指示による　）

　寸法　１８０×１６０×５

令和○○年○○月○○日

１８０mm

１
６

０
m
m

設 計 積 雪 量

下記の積雪量を超えるときは

雪下ろしが必要です

設計積雪量 ○．○ｍ

株式会社○○設計事務所設　計　者

施　工　者 ○○建設株式会社

竣工年月日

18 積雪表示板
　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
　
及
　
び
　
そ
　
の
　
他
　
工
　
事
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   その他のﾎﾞｰﾄﾞ張り

12 せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・ＲＳ－ＶＵ

側塊の形状及び寸法　・図示　　・　

・硬質ﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾆﾙ管

　　　　材　種 　　　　 管の種類 管形状（接合方法）

※遠心力鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ管

・ 

※ＶＰ　・ＶＵ

※外圧管（※１種　・２種） Ｂ形（ｺﾞﾑ接合）

排水管用材料                                            (21.2.1)(表21.2.1)１ 排水管

砂利地業の厚さ    ※100mm    ・   mm                              (21.3.2)

寸　法形　状名　称

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・Ｕ型側溝ふた

・Ｕ型側溝

・Ｌ型側溝

・縁石

４ 暗きょ、縁石
　 及び側溝

・ 

※Ｂ種　　・建設汚泥から再生した処理土                            (21.2.1)３ 埋戻し土

・細目

・普通目

※細目

・T-20

・T-14

・T- 6

・T- 2

・ 

・ 

・ ・T-20

・T-6

・T-2

適用荷重

・密閉型（ﾎﾞﾙﾄ・ﾊﾟｯｷﾝ式）

・中ふた付密閉形(ﾃｰﾊﾟｰ・ﾊﾟｯｷﾝ式)

・密閉形(ﾃｰﾊﾟｰ・ﾊﾟｯｷﾝ式)

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞふた                                      　              (21.2.1)

鋳鉄製ﾏﾝﾎｰﾙふた                                                   (21.2.1)

・凹凸形

※平形

※凹凸形

 上面形状 ﾒﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ 適用荷重

・歩行用

・Ｕ字溝用

・かさ上げ用

・桝ふた用

・溝ふた用

　　種　類　形　式

※受枠付き

・

 ﾎﾞﾙﾄ固定

　※無し

　・図示

・ｽﾃﾝﾚｽ製

・鋼製

　材　質

・簡易気密形(ﾊﾟｯｷﾝ式)

・水封形

　　　　　　　　　　種　　類

２ 排水桝及びふた

21
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1/ － (A3)

１ 長尺金属板葺 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(13.2.2)(13.2.3)(表13.2.1)

　屋根葺形式 長尺金属板の種類 　板厚(mm)

※0.4

・　

※塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛合金めっき鋼板

・　　　　　　

・　　　　　　

２ 折　板　葺                                                 (13.3.2)(13.3.3)(表13.2.1)

形　式

形状(mm) 山高(　　　）山ﾋﾟｯﾁ(　　　)　板厚　※ 0.6　　・ 0.8

※重ね形　　・はぜ締め形　　・かん合形

材　料

(規格等)

軒先面戸板

断熱材

耐火性能 ※30分耐火　　・ 無し

※有り（種別　　　　厚　　mm）　　・ 無し

※有り　　・無し

・

※塗装溶融55％ｱﾙﾐﾆｳﾑ亜鉛合金めっき鋼板

・１種　・２種　・３種　・４種　・５種耐力による区分

500170

４ 鉄鋼の亜鉛めっき

５ 外壁板金

床 ムラは目視により支障の無い程度3mにつき 3以下

５ 網戸

10 建具用金物

16

折板用軒樋

14 軽量シャッター

16 ガラス

・ 図　示

A-03

建築工事特記仕様書（2）

健伸館倉庫増築工事

・ メーカー仕様による(ｽﾁｰﾙ製ﾊﾞﾗﾝｽｼｬｯﾀｰ)

・ 角波カラー鉄板（カラーガルバリュウム鋼板 ｔ＝0.4　タテ張り）

４ 路床の試験

路床締固め度の試験   ・行う　・行わない

現場CBR試験          ・行う　・行わない

支持力比（CBR）試験　・行う（※乱した土 ・乱さない土）・行わない　(22.2.5)

　添加量　　　　　　　kg／m3(目標CBR　・3以上　・5以上　・ 　)

※再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ  　・ ｸﾗｯｼｬﾗﾝ　・切り込み砂利　・  　　　　 　　　　(22.2.3)

　　　　　・高炉ｾﾒﾝﾄB種　・生石灰(・特号 ・１号)　・消石灰(・特号 ・１号) 

３ 路床安定処理 　種　類　・普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　・ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種

・Ａ種　・Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種　　　　　　　  　 　　　　(22.2.3)(表3.2.1)１ 盛土に用いる材料

砂の粒度試験　・行う　　・行わない

※添加材料による安定処理　　　　　　　　 　     (22.2.2)(22.2.3)(表22.2.1)

２ 凍上抑制層の材料

コンクリート縁石及び側溝                                          (21.3.1)

　
舗
　
装
　
工
　
事

22

７ アスファルト舗装 再生アスファルトの種類　　　・60～80　・80～100 　　　　　　　 　(22.4.2)

加熱アスファルト混合物等（表層）の種類　　　　　　　　　　       (22.4.4)

　・密粒度アスファルト混合物(13)　・細粒度アスファルト混合物(13)

　※密粒度アスファルト混合物(13F)

アスファルト混合物等の抽出試験　 ・行う　 ※行わない　　　       (22.4.6)

５ 路盤材料 路盤の厚さ　・　 mm　　                                           (22.3.2)

・ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(C－40)　　　　・ｸﾗｯｼｬﾗﾝ鉄鋼ｽﾗｸﾞ(CS－40)

・粒度調整砕石

※再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(RC－40)　 ・ｱｽﾌｧﾙﾄ再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝ(ARC－40)　　(22.3.3)(表22.3.1)

路盤材料

６ 路盤の締固め度
　 試験

※行う　　・行わない　　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　　(22.3.5)

 早強セメント　※使用しない　　・使用する 　 　 　　 　　　 　　 　(22.5.3)

８ コンクリート舗装

 注入目地材料　※低弾性ﾀｲﾌﾟ　　・高弾性ﾀｲﾌﾟ              (22.5.3)(表22.5.2)

 ｺﾝｸﾘｰﾄの種類　 ※普通ｺﾝｸﾘｰﾄ　　・ 　 　 　　 　 　　 　(22.5.3)(表22.5.1)

・歩行者用通路

・車路及び駐車場

設計基準強度

※24

※18

※8

※8

砂利の場合　・25　・40

砕石の場合　・20　・25

・砂利の場合　25

・砕石の場合　20

・150

・200

・ 70

厚 さ

（mm）

粗骨材の最大寸法スランプ

（cm）（N/mm2)

部 位

（mm）

　
舗
　
装
　
工
　
事
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24
　
追
　
加
　
特
　
記

７ 発生材の処理等

工事の施工により発生する廃棄物は、下記の場所に搬出するものとして積算している。

　７ 協議について

　６ 自ら産業廃棄物を運搬・処分する以外は、委託契約書の写しを提出すること。

　　 同法第１８条に基づき再資源化等完了報告書を提出すること。

　５ 建設リサイクル法の対象建設工事において、特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したときは、

上表は積算上の条件であり、処理施設を指定するものではない。なお、受注者の提示する施設と異

るものでない事項についてはこの限りではない。

なる場合においても設計変更の対象としない。ただし、現場条件や数量の変更等、受注者の責によ

　　 速やかに監督員に報告し、協議すること。

　　 建設工事発注後に明らかになったやむを得ない事情により、上記の指定や条件によりがたい場合は、

連     絡     先

備            考

処 理 施 設 名 称

施 設 所 在 地

搬出する廃棄物名
金属くず　・　石膏ボード類(ｶﾞﾗｽ・ｺﾝｸﾘｰﾄ・陶磁器くず)

図示80・86



工事名称

発 注 者

建 設 地

工事種別

敷地状況 敷地面積

都市計画区域

用途地域

防火地域

指定容積率

指定建ペイ率

都市計画道路

その他の区域

新築・増築・改築・移転・用途変更・大規模の修繕・大規模の模様替・その他（ 　　 ）

内（ 市街化区域 ・ 市街化調整区域 ・ 区域区分未設定都市計画区域 ）・　外

防火地域・準防火地域・指定なし

200％

面　　積

有 ・ 無

低住･中高・1種住居・準住居・近隣商業・商業・準工業・工業・工専・指定ナシ

法第22条区域　20ｍ高度地区

胎内市

 70％

断熱材

防湿層

シーリング MS-2建具廻り

■防火認定番号

QM-9828

NM-8619

GB-R(石膏ボード) t=9.5

GB-R(石膏ボード) t=12.5

GB-D(化粧石膏ボード) t=9.5 QM-0524

QM-9824GB-D(押入ボード) t=9.5

無石綿珪酸カルシウム板 t=6 NM-8578

メラミン不燃化粧板 t=3

無石綿珪酸カルシウム板 t=10 NM-2773

NM-2183

外壁:窯業系サイディング t=16 PC030BE-9201(防火構造認定)

■内部仕上表

壁床

高さ

巾　木

仕上 下地１ 下地２
室　　名

+50～+85

平均地盤面～ 下地

ｺﾝｸﾘｰﾄ即時金ゴテ仕上

仕上

天　井

仕上
備　　考

仕上

構　　造

耐火建築物

最高の高さ

最高の軒高

耐火建築物・準耐火建築物（　）・ なし

主要用途

構造

階数 平屋建て

木　造

QM-9826GB-S(シージング石膏ボード) t=9.5

GB-S(シージング石膏ボード) t=12.5 NM-9639

NM-8599DR(ロックウール化粧吸音板) t=9

QF030RS-0175(準耐火認定)軒裏:FK t=10 突付張(野縁･吊木＠455)

建築面積

倉　庫

既存部分

145.43 ㎡

■設 計 概 要 ■断熱・防湿仕様

増築部分 合　計

145.43 ㎡

■附近見取図 ■敷地求積図・求積表

倉　庫
木軸　現わし 折板　現わし 木製棚

仕上

仕上軒天

外壁

軒樋雨樋

雪止金具

下地

屋根

竪樋

外部建具

地覆

■外部仕上表

延床面積

敷地面積 1,401.53 ㎡

健伸館倉庫増築工事

胎内市苔実　387-1

1,401.53 ㎡

 33.12 ㎡

 33.12 ㎡

178.55 ㎡

178.55 ㎡

　　　　ｍ（設計GL＋2.830ｍ）

　　　　ｍ（設計GL＋3.211ｍ）

建設地：胎内市苔実387-1

胎内市役所　地域整備課
新潟県胎内市新和町　2番10号

1,401.532087合       計

敷 地 面 積 1,401.53 ㎡

178.55㎡　/　1,401.53 ㎡　＝　12.74 ％

178.55㎡　/　1,401.53 ㎡　＝　12.74 ％

新潟県胎内市新和町２番１０号

図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺 図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺

設計者 設計者 設計者 設計者設計者

2025.10概要・仕上表・敷地求積図
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ハウスクリーニング
O・H・C

苔実公会堂

苔実

築地地区煙草生産組合

前
面
道
路
：
農
道
築
地
1号
線
（
幅
員
5.
0
ｍ
）

県
道
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潟
･新
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線
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道
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線
)

県
道
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･新
発
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線
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道
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線
)

セブンイレブン中倉

至 村上市

至 新発田市

■柱：鉄骨耐火被覆：1時間耐火(ﾛｯｸｳｰﾙｔ25以上)FP060CN-9460

■梁：鉄骨耐火被覆：1時間耐火(ﾛｯｸｳｰﾙｔ25以上)FP060BM-9460

■屋根･見切等:塗装溶融55%アルミ亜鉛合金メッキ鋼板 NM-86797

S=1/400

N
N

土間 ポリスチレンフォーム(ｱ)50

土間

ﾊﾞﾚｰｶﾞｰﾄﾞ：折板谷用雪止金具(溶融亜鉛メッキ処理品)

雪止金物：L-50×50×6(溶融亜鉛メッキ処理品)

(破風板・ｹﾗﾊﾞ包：同材) ｵｰﾙｽﾃﾝﾚｽ製ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ ｵｰﾙｽﾃﾝﾚｽ製ｹﾗﾊﾞﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ

折板用塩ビ製軒樋

　ステンレス製樋受け、支持金物＠250

VP φ100 カラー、ステンレ製支持金具 @900程度 

木軸下地

アルミサッシュ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し仕上(A種)保護塗料塗(SK化研　ｾﾗﾐｸﾘｰﾄｶﾞｰﾄﾞ工法　同等)

折板　現わし

ポリエチレンシート(ｱ)0.15

ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｳﾑ鋼板　折板葺き　SSV-2型　t=0.8　H=170　　3/100勾配

建ぺい率 ＝

容積率   ＝

22.067 6.958 153.542186 76.7710930

22.067 9.245 204.009415 102.0047075

51.232 18.899 968.233568 484.1167840

45.131 1.000 45.131000 22.5655000

51.232 25.041 1,282.900512 641.4502560

番号 底      辺 高      さ 倍     面     積 面          積

敷　地　求　積　表

28.668 1.906 54.641208 27.3206040

10.101 2.425 24.494925 12.2474625

10.101 0.969  9.787869  4.8939345

25.000 1.500 37.50 18.750

15.287 1.493 22.823491 11.4117455

5

6

1

2

3

4

ｱ

ｲ

ｳ

ｴ

木軸下地、防水シート下地、石膏ボードｔ＝12.5下地

角波カラー鉄板（カラーガルバリュウム鋼板 ｔ＝0.4）



胎内市役所　地域整備課
新潟県胎内市新和町　2番10号

新潟県胎内市新和町２番１０号

図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺 図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺

設計者 設計者 設計者 設計者設計者

2025.10配置図
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新潟県胎内市新和町２番１０号

図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺 図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺

設計者 設計者 設計者 設計者設計者

2025.10平面図

1/ 50 (A3)
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60

梁
成

：
1
50

N

梁
成

：
2
10

梁
成

：
15

0

梁
成

：
15

0
梁

成
：

1
50

■特記ナキ桁方向の梁成は150

梁
成

：
2
40

１

ＡＤ

階 面　積符　号 縦　×　横

1階

Ａ

Ａ

延べ床面積

Ａ ㎡

㎡

㎡

建　築　物　面　積　表

胎内市役所　地域整備課
新潟県胎内市新和町　2番10号 A-06

3,
64

0

建築面積

■木製棚　　L=1,700  詳細図■建物求積図・求積表 　S = 1：200 S = 1：20

606

9
00

構造用合板ｔ15　防腐・防虫処理
120×75

60×45 ＠300

▼FL

60×45

平面図 　S = 1：50

東側

1,820 1,820 1,820 1,820

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

Y3

Y1

3,
64

0
Y5

Y4

Y2

6
06

1,
21

4
1
,2

14
60

6

30
4

耐力壁
構造用合板ｔ9
倍率3.3倍

耐力壁
構造用合板ｔ9
倍率3.3倍

南側

木製棚

梁
成

：
1
50

梁
成

：
2
10

１

ＡＳ

北側

3,
6
40

(
シ
ャ

ッ
タ

ー
有

効
開

口
幅

)

6
06

72
1

72
1

2,
19

8

2,
42

8
60

6

108

耐力壁
構造用合板ｔ9
倍率3.3倍

耐力壁
構造用合板ｔ9
倍率3.3倍

3.64×9.10

Ａ

X7

33.124

33.12

33.12

75×75×1本

30×140

30×140

120×75

梁
成

：
15

0

45×105
ｼﾝｸﾞﾙ

45×105
ｼﾝｸﾞﾙ

45×105
ｼﾝｸﾞﾙ

45×105
ｼﾝｸﾞﾙ

45×105
ｼﾝｸﾞﾙ

45×105
ｼﾝｸﾞﾙ

耐力壁
構造用合板ｔ9
倍率3.3倍 梁

成
：

1
50

健伸館倉庫増築工事

910910

9,100

9,100

梁
成

：
2
70

梁
成

：
3
60

桟木：45×75　L=7,160

１

ＡＷ

１

ＡＷ
西側(普通階判定用窓) (普通階判定用窓)

39

11

48

1117

28.5

39

11

48

1117

28.5



新潟県胎内市新和町２番１０号

図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺 図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺

設計者 設計者 設計者 設計者設計者

2025.10立面図

1,820 1,820 1,820 1,820

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

50

地覆： ｺﾝｸﾘ ﾄー打ち 放し 保護塗料塗

▼1Ｆ Ｌ

( SK化研　 ｾﾗﾐｸﾘ ﾄーｶﾞ ﾄーﾞ 工法　 同等)

VP φ100 ｶﾗ 　ー SUS製支持金具 @900程度 

ﾊ゙ ﾚ ｶーﾞ ﾄーﾞ ： 折板谷用雪止金具( 溶融亜鉛メ ッ キ処理品)

雪止金物： L-50×50×6( 溶融亜鉛メ ッ キ処理品)

軒樋： 塩ﾋﾞ 既製品　 W150

3
,2

11

38
1

▼最高の高さ

▼最高軒高

1,820 1,820 1,820 1,820

X7 X6 X5 X4 X3 X2 X1

910910

910 910

西 立 面 図 　 S = 1 / 1 0 0

東 立 面 図 　 S = 1 / 1 0 0

100

3

▼
隣

地
境

界
線

Y1 Y2 Y3 Y4 Y5

3,640455

606 1,214 1,214 606

北 立 面 図 　 S = 1 / 1 0 0

100

3

南 立 面 図 　 S = 1 / 1 0 0

▲
隣

地
境

界
線

Y5 Y4 Y3 Y2 Y1

455

606 1,214 1,214 606

2
,8

30

3
,2

11

3
81

▼最高の高さ

▼最高軒高

▼最高の高さ

▼最高軒高

2
,8

30

3
,2

11

2
,8

30
38

1
3
81

3
,2

11

2
,8

30

5
0

1
,3

50
1,

81
1

▼1Ｆ Ｌ ▼1Ｆ Ｌ

3,640

4,055

▼最高の高さ

▼最高軒高

1
,3

50
5
0

1
,3

50
5
0

1,
81

1

1,
68

0

符　号 縦　×　横

見 付 面 積 表

1　階

桁方向

妻面方向

1.811　×　10.25

面　積

(1.811+1.68)  ×　4.055　×　1/2

18.57

 7.08

㎡

㎡

１

１

ＡＳ

ＡＤ

胎内市役所　地域整備課
新潟県胎内市新和町　2番10号 A-07

9,100

ｹﾗﾊ゙ 包み（ 屋根同材： 現場加工品）

VP φ100 ｶﾗ 　ー SUS製支持金具 @900程度 

9,340

9,100

健伸館倉庫増築工事

角波カラー鉄板（カラーガルバリュウム鋼板 ｔ＝0.4）

▼平均地盤面 (  KBM  + 160 )

▼平均地盤面 (  KBM  + 160 )

▼平均地盤面 (  KBM  + 160 )

1/100 (A3)

▼平均地盤面 (  KBM  + 160 )

1,
37

0１

ＡＷ

１

ＡＷ

9
00

50



▲
隣
地
境
界
線

▼最高の高さ

▼最高軒高 ▼最高軒高

▼最高の高さ
100

3

胎内市役所　地域整備課
新潟県胎内市新和町　2番10号

X7 X6 X5 X4 X3 X2 X1

新潟県胎内市新和町２番１０号

図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺 図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺

設計者 設計者 設計者 設計者設計者

2025.10断面図

A-08
健伸館倉庫増築工事 1/100 (A3)

Y5 Y4 Y3 Y2 Y1

▼1ＦＬ ▼1ＦＬ

断 面 図 - 1 　 S = 1 / 1 0 0 断 面 図 - 2 　 S = 1 / 1 0 0

▼平均地盤面 (  KBM  + 160 ) ▼平均地盤面 (  KBM  + 160 )

455

606 1,214 1,214 606

3,640

4,055

5
0

1,820 1,820 1,820 1,820910 910

2
,
0
0
0

3
,
2
1
1

3
8
1

2
,
8
3
0

1
,
0
6
1

3
,
0
2
9

2
,
8
3
0

3
8
1

3
,
2
1
1

2
,
1
0
0

2
,
4
2
0

5
0

9,100

5
0

2
,
3
7
0

9
0
0

1
,
3
7
0



▼最高の高さ

▼最高軒高

▼1FL

▲設計GL(平均GL)

▼1FL

▲設計GL(平均GL)

▼
隣
地
境
界
線

梁：120×240

梁：120×210120×67 120×121 120×176

妻面ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ受材 ＠910

100

3

砕石C-40　ｔ100
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄｔ0.15
ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑﾎﾞｰﾄﾞ ｔ30
D10 ﾀﾃﾖｺ @150

胎内市役所　地域整備課
新潟県胎内市新和町　2番10号

新潟県胎内市新和町２番１０号

図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺 図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺

設計者 設計者 設計者 設計者設計者

2025.10断面詳細図

1/ 30 (A3)

A-09
健伸館倉庫増築工事

X8

Y1 Y3 Y5Y2 Y4

Y1 Y3 Y5Y2 Y4

18

健伸館

942

1,500455

3,640

3,640

1,2141,214

1,820 1,820

50

300

1
0
0

1
5
0
1
0

3
0

1
1
0

150
20

606300 606 120

5
0

3
0

5
0
0
1
0

300

1
5
0

600

4
1
0 2
4
0

6
6
0

片棟包板：屋根同材

止面戸：屋根同材
周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ

軒先見切付換気面戸

ﾊﾞﾚｰｶﾞｰﾄﾞ：折板谷用雪止金具(溶融亜鉛メッキ処理品)

雪止金物：L-50×50×6(溶融亜鉛メッキ処理品)

タイトフレーム

ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ受材 ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ受材 ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ受材

AW-1

縦樋：VP100ｶﾗｰ

横胴縁：18×45 ＠300

エプロン：屋根同材

差し筋：D10 ＠150

軒樋：塩ﾋﾞ既製品

前高165W型

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ即時金ゴテ仕上

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞｔ10

土台パッキン L105

折板葺き　SSV-2型　t=0.8　H=170　　3/100勾配

屋根：ｶﾞﾙﾊﾞﾘｭｳﾑ鋼板(ｶﾗｰ)(不燃材料NM-86797)　

SS-1

ｽﾁｰﾙ製ﾊﾞﾗﾝｽｼｬｯﾀｰ

(普通階判定用窓)

樋吊金具　@500

沓刷り：L-65×65×8
溶融亜鉛メッキ処理

4
3
0

2
,
4
0
0

3
8
0

2
,
8
3
0

3
8
1

3
,
2
1
1

8
6
.
5

2
,
4
0
0

1,295

5
0

9
0
0

1
,
3
7
0

3
7
0

2
,
1
0
0

3
0

405

48

108

木軸下地、防水シート下地
石膏ボードｔ＝12.5下地

（カラーガルバリュウム鋼板 ｔ＝0.4　タテ張り）
水切：外壁同材曲加工角波カラー鉄板



消防法上の無窓階チェック

１階床面積

判定項目 計算式

×   1/30必要開口面積

普通階

㎡

＝

2ヶ所

有効開口面積

合　計

判定

33.12㎡

33.12

1.11

AW-1 × ×  1/2 ×(西面) ＝1.3701.640 2ヶ所 2.2468

2.2468

胎内市役所　地域整備課
新潟県胎内市新和町　2番10号

新潟県胎内市新和町２番１０号

図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺 図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺

設計者 設計者 設計者 設計者設計者

2025.10建具表

A-10
1/  - (A3)健伸館倉庫増築工事

１Ｓ１ １
ﾒｰｶｰ仕様

ﾒｰｶｰ仕様
メーカー
仕様

ﾒｰｶｰ仕様

ﾒｰｶｰ仕様
メーカー
仕様

Ｍ１

１ １
ﾒｰｶｰ仕様

ﾒｰｶｰ仕様
メーカー
仕様

２

倉　庫

倉　庫

倉　庫

Ｅ１
2,000

アルミ

沓摺アングル:スチールＬ-65×65×8(溶融亜鉛メッキ処理)

アルミ

１

１

ＡＷ

１

ＡＤ

２

ＳＳ
スチール

2,1002,198

2,560

1,370

　80

1,640 　86

型
式
記
号

符号

取付場所

階

寸　　法

Ｈ D1

個　

数

建　　　具

材 質　　仕 上

ガラス ガラリ くつ摺

略号 寸法(w×h) 形状

仕上 厚さ

形状 材質

形状 材質 材質

枠
(ガイド等) 支

持
金
物

開閉調整金物 固定金物欄 操作金物 その他

Ｗ 備　　　　考
戸

当

り

順
位
調
整
器

円　

筒　

錠

箱　
　
　

錠

本　

締　

錠

空　
　
　

錠

本　
　
　

付

鎌　
　
　

錠

ク
レ
セ
ン
ト

押　
　
　

板

取　
　
　

板

網　
　
　

戸

額　
　
　

縁

握　
　
　

玉

引　
　
　

手

排

煙

装

置

二

重

皿

板

押　
　
　

棒

付
属
金
物
一
式

額
縁
ア
ン
グ
ル

フ
ラ
ン
ス
落
し

レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル

ド
ア
ク
ロ
ー
ザ
ー

ア
ー
ム
ス
ト
ッ
パ
ー

A1

ガラス入

A2

引き違い窓

M1 M4M3

片開き窓はめ殺し窓

M7M6M5

出し窓
竪スベリ

回転窓
ヨコ軸

回転窓
タテ軸

M10M9M8

内倒し窓外倒し窓

突き出し窓

B3

ガラリ付

C5C4C3C2C1B7B6B5B4

ガラリ付
ガラス入

ガラリ付
ガラス入ガラリ入ガラス入親子開き戸

埋込式
片開き戸

框　戸ガラス入
ガラリ付

ガラス入
ガラリ付

ガラリ入

A3

両開き戸
片開き戸
埋込式框　戸

ガラリ付
ガラス入ガラス入

B2B1A7A6A5A4

ガラス入
ガラリ付

型
式
記
号

FIX

片開き戸

S2S1N1
くくり戸付
シャッタ－シャッタ－

ガラリ

M2

片引き窓

FIX FIX

M11

片開き窓

S3 ｵｰﾊﾞｰｽﾗｲﾀﾞｰC6

框　戸

D1

片引き戸框　戸

C7

「付号」欄の略号 「法規制」欄の略号 「寸法」の規定 ガラスの略号

ガラリの形状

支持金物の略号

開閉調整金物欄

固定金物欄 操作金物欄 その他

鋼製扉SD
ステンレス製扉SSD
アルミ製扉AD
木製扉WD

鋼製窓SW
ステンレス製窓SSW
アルミ製窓AW
木製窓WW
鋼製ガラリSG

SSG

強化ガラス扉TD

アルミ製ガラリAG
木製ガラリWG

SS
ふすまH
障子S
パーテーションP

ステンレス製
ガラリ

防
不燃
常閉

熱
煙
進

シャ煙

特 特定防火設備
防火設備
不燃扉（防煙区画）
常時閉鎖式
温度ヒューズ連動
熱感知器連動
煙感知器連動
非常用進入口
シャ煙性能

枠の形状材質

W,H 枠内法寸法

W

W' W

H'

H'

FL

a
H

W' 袖壁、スクリーン等
を含む

H' 幕板、欄間等を含む
建具見込寸法
枠見込寸法

D1
D2

特記なき限り
1,000握り玉の時

押し板、取手 1,100
a

D

E

A

B

C

練　　付

檜上小節

杉上小節

米　　栂

スプルース

ラワン

AL

・木材の材質

アルミ
サッシュ枠

P

N
W

L

A

120

1,
1
50

120
h

W 100100

100 100

フロート板ガラス
型板ガラス
網入り型板ガラス
線入り型板ガラス

NP 網入り磨き板ガラス
WP線入り磨き板ガラス
合わせガラス

T 強化ガラス
HP 熱線吸収ガラス
RP 熱線反射ガラス
FL

丁　　　　　番
ピボットヒンジ
フロアーヒンジ
オートヒンジ
ラバトリーヒンジ
スプリングヒンジ
戸車・レール

PH
FH
AH
LH
SH
T

B C D

○タンパー付は形状欄に付記する。

アンダーカット

S

F

デ 順位調整電々召合せ

ドアクローザー　ヒューズ付

ドアクローザー　ストップ付

その他
チェーンロック　ドアスコープ
レリーズ　マグネット

ドアクローザー　ストップなし

沓摺の形状

A B C
なし

D

E F G Hエアー
タイト

HR ハンガーレール

超耐熱結晶化ガラス
SL複層ガラス
GBガラスブロック

　(マット・電磁式・タッチ式等感知方式を

かぎ

かぎ

かぎ

かぎなし

サムターン叉は
プッシュボタン
かぎなし

・「錠」欄の符号

・その他指示略号
面付
Ｈ
ＵＰ

点検
本付
非

コイン

面付錠
ホテルロック
ユニバーサル
プッシュボタン
点検口錠
本締付円筒錠
非常錠
コイン錠
グレモン錠グレモン

　 付記する。)

・ ケースハンドル・掘込取手
　 は取手欄に指示する。
・ 排煙開放欄はオペレーター
　 方式を記入する。（オペレー
　 ター取付位置は床面より、
　 800～1500上りとする）

・ 雨　　戸
・ 網　　戸
・ ガラリ用防虫網
・ クリーニング用
　 フック
・ 額　　縁
・ 膳　　板
・ 外部フード

・ 気密性能（ＡＴ、ＳＡＴ）
・ 遮音・吸音性能
・ Ｘ線防護性能
・ オートドア

・ 電気錠
・ 可動ガラリ

S 鋼
St ステンレス鋼
AL アルミニウム
W 木
Br 真鍮（黄銅）
TB テラゾーブロック
HL ヘアーライン

OP

EP
VP
OS
AP
FP

油性ステイン

油性調合ペイント
合成樹脂調合ペイント

合成樹脂エマルジョンペイント
塩化ビニル樹脂エナメルペイント

アクリル樹脂エナメルペイント
フタル酸樹脂エナメルペイント

CL
UV
別参

クリアーラッカー
ウレタン樹脂ワニス
別図参照

A 空気層

Ｂ-１　無着色陽酸化塗装複合皮膜

Ｂ-２　着色陽酸化塗装複合皮膜

共通略号

特　　記

ヒューズ

シャッター(ｽﾁｰﾙ・ｽﾃﾝﾚｽ)

防火設備：建築基準法第2条第9号の2　ロによる。

法
規
制

H

かぎ
サムターン叉は
プッシュボタン

室名称

F

F

F

4

4

違い戸
引き

E1

違い戸
引き

E2

F1 引き分け戸

下部ｱﾙﾐ
ｻﾝﾄﾞｲｯﾁﾊﾟﾈﾙ



新潟県胎内市新和町２番１０号

図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺 図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺

設計者 設計者 設計者 設計者設計者

2025.10

前面道路：農道築地1号線（幅員5.0ｍ）

道路境界線
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18

既存側溝
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配 置 図　　　S=1/200
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道路境界線

前面道路：農道築地1号線（幅員5.0ｍ）ガードポール

マンホール（汚水）

BM＝設計GL-160
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胎内市役所　地域整備課
新潟県胎内市新和町　2番10号

撤去計画図

既存建物（旧屋内体育館）

単管上屋撤去

物 置

X1 X7

11,2054,695

6
5
V

6
5
V

既設アスファルト舗装撤去　ｔ40　24.6㎡

既設雨水浸透桝

既設雨水浸透桝

GL-310

GL-125

GL-160

GL-200

GL±0

GL+300

GL+300

GL±0 GL±0

GL±0

GL±0

GL-10GL+30

GL±0

GL±0

GL+360 GL+360

GL-200

健伸館倉庫増築工事
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胎内市役所　地域整備課
新潟県胎内市新和町　2番10号

Ｆ
Ｇ
２ 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ　ｔ150

※ 特記無き立上り　：ＦＧ１

※ 特記無き人通口　：ＦＧ１Ａ

※ 特記無き立上り巾：１５０

※ 特記無きベース巾：６００（Ｆ１）

※ 地中梁など端部での主筋定着40ｄ以上、

※ M12-A-BOLT：埋込み長さ･･･25cm(柱芯から200mm程度)(土台継手上木側にM12を配置する)

※ M16-A-BOLT：埋込み長さ･･･36cm(柱面から31mm) (金物仕様等によりｱﾝｶｰ芯までの距離に注意する)

■コンクリート・鉄筋

（２）品質基準強度　設計基準強度 ＋ 3N/mm2

（３）呼び強度　品質基準強度 ＋ 温度補正値

（４）使用鉄筋　SD295　 Ｄ１０～Ｄ１３

　 重ね45ｄ以上とする。

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ　ｔ150

D10　＠150 (タテ・ヨコ　共)D10　＠150 (タテ・ヨコ　共)

Ｆ
Ｇ
２

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ　ｔ150

D10　＠150 (タテ・ヨコ　共)

（１）設計基準強度　Fc=21N/mm2

新潟県胎内市新和町２番１０号

工事名称

図面名称

縮　尺工事名称

図面名称

縮　尺

設計者 設計者 設計者 設計者設計者

健伸館倉庫等増築工事

2025.10

1/ 50 (A3)

図面番号 図面番号 

S-01

基礎伏図・基礎詳細図

M16

M16

M16

M16 M16

M16

M16

M16

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

Y3

Y1

Y5

Y4

Y2

２－Ｄ１３ Ｄ１０

Ｄ１０＠２００

Ｄ１０＠１００
２－Ｄ１３

Ｄ１０Ｄ１３

Ｄ１０＠２００▼設計GL ▼設計GL

Ｄ１０

Ｄ１３

基礎天端ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ ｔ10
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1
0

断面詳細図　S=1/20 断面詳細図　S=1/20

ＦＧ１ ＦＧ２

基礎伏図 　S = 1：50

特　　記
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胎内市役所　地域整備課
新潟県胎内市新和町　2番10号

土台：材種はベイツガ　120角　　PGスケアー

筋違い：45×105

構造用合板：ｔ9 【倍率3.3倍】　　CN50 ＠75以下

同上受材：45×45【倍率3.3倍】　 　N75 ＠200以下

新潟県胎内市新和町２番１０号

図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺 図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺

設計者 設計者 設計者 設計者設計者

健伸館倉庫等増築工事

2025.10

1/ 50 (A3)

S-02

土台伏図

M16

M16

M16

M16

M16

M16

M16

M16

Y3

Y1

Y5

Y4

Y2

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

特　　記

土台伏図 　S = 1：50

6
0
6

1
,
2
1
4

1
,
2
1
4

6
0
6

3
,
6
4
0

3
0
4

2
,
7
3
0

10,010

1,820 1,820 1,820 1,820

耐力壁
構造用合板ｔ9
倍率3.3倍

耐力壁
構造用合板ｔ9
倍率3.3倍

耐力壁
構造用合板ｔ9
倍率3.3倍

耐力壁
構造用合板ｔ9
倍率3.3倍

9101,820
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2
,
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6
0
6耐力壁

構造用合板ｔ9
倍率3.3倍

耐力壁
構造用合板ｔ9
倍率3.3倍

45×105
ｼﾝｸﾞﾙ

45×105
ｼﾝｸﾞﾙ

45×105
ｼﾝｸﾞﾙ

45×105
ｼﾝｸﾞﾙ

45×105
ｼﾝｸﾞﾙ

45×105
ｼﾝｸﾞﾙ



▼1FL

▼最高の高さ

▼最高軒高

▲設計GL(平均GL)

火打ち金物

梁：120×210

耐力壁【倍率3.3倍】

耐力壁【倍率3.3倍】

100

3

胎内市役所　地域整備課
新潟県胎内市新和町　2番10号

Ａ : 腰掛け蟻、もしくは、大入れ蟻掛け＋羽子板ボルト、    又は、短冊金物

柱：材種は 杉:120角

梁：材種は 杉:巾=120、　() の材種は 米松 とする

間柱：材種は 杉：45×105　＠455

 : 火打ち金物　×　40ヶ所

新潟県胎内市新和町２番１０号

図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺 図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺

設計者 設計者 設計者 設計者設計者

健伸館倉庫等増築工事

2025.10

1/ 50 (A3)

S-03

小屋梁伏図
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特　　記

小屋梁伏図 　S = 1：50

Ｘ２通り　軸組図 　S = 1：50
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120×121

120×67

120×176

胎内市役所　地域整備課
新潟県胎内市新和町　2番10号

ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ受材：材種は 杉

新潟県胎内市新和町２番１０号

図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺 図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺

設計者 設計者 設計者 設計者設計者

健伸館倉庫等増築工事

2025.10

1/ 50 (A3)

S-04

小屋梁伏図

妻面ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ受＠910

妻面ﾀｲﾄﾌﾚｰﾑ受＠910

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

Y3

Y5

Y4

Y2

Y1

小屋梁伏図 　S = 1：50

特　　記
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胎内市役所　地域整備課
新潟県胎内市新和町　2番10号

金物の表記

                      １階        

                耐力  　柱脚 　柱頭    合計

     15.000     3    　3    　   6

     10.000    10   　10     　 20② : HDｺｰﾅｰ

③ : U15

④ : U20      20.000     8   　 8     　 16

     　　　     6   　 6     　 12⑤ : K2

筋かいの種別表記

新潟県胎内市新和町２番１０号

図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺 図面番号 工事名称

図面名称

縮　尺

設計者 設計者 設計者 設計者設計者

健伸館倉庫等増築工事

2025.10

S-05

耐力壁配置図・接合部詳細図

1/100 (A3)

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7

Y5

Y4

Y3

Y1

Y2

Ｚマーク表示金物 Ｚマーク表示金物
山型プレート：ＶＰ　 火打ち金物：ＨＢ短期許容耐力：3.92kN

柱 柱 ※又は同等金物使用 ※又は同等金物使用
ビス止め等

山型ﾌﾟﾚｰﾄ：VP
釘 8-ZN90 柱

山型ﾌﾟﾚｰﾄ：VP
六角ﾎﾞﾙﾄ M12 六角ﾎﾞﾙﾄ M12釘 8-ZN90

A-BOLT:M12

胴差

土台
HB

平釘 3-ZF55胴差
（両側で6本）

基礎

柱 ※鋼製火打ちによらない場合は、角材90mm角以上とし端部をﾎﾞﾙﾄ接合(M12)

及び平釘(3-ZF55)とする。（梁芯～ﾎﾞﾙﾄ間距離は750mm程度にする）

胴差部分 土台部分

Ｓマーク表示金物 Ｚマーク同等認定金物
ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物(引寄せ機能無し)：ﾘﾄﾙｺｰﾅｰ床合板仕様 筋かい金物：K-2短期許容耐力：6.2kN ２倍ボックス：K-2

※又は同等金物使用 ※又は同等金物使用
２倍ﾎﾞｯｸｽ：K-2

柱 柱 柱

筋かい 45ｘ90 柱
リトルコーナー リトルコーナー リトルコーナー
柱面:専用ﾋﾞｽTB-65x3本 柱面:専用ﾋﾞｽTB-65x3本 柱面:専用ﾋﾞｽTB-65x3本

筋かい金物土台等:専用ﾋﾞｽTB-100x3本 土台等:専用ﾋﾞｽTB-100x3本 土台等:専用ﾋﾞｽTB-100x3本
２倍ﾎﾞｯｸｽ：K-2

A-BOLT:M12 専用ﾋﾞｽ 15本
床合板 床合板 柱･横架材側：8本

胴差 胴差
筋かい側　 ：7本

土台

土台

基礎

２倍ﾎﾞｯｸｽ：K-2柱 柱

胴差部分① 胴差部分② 土台部分

Ｓマーク表示金物 Ｚマーク表示金物大入れ蟻掛け+羽子板ﾎﾞﾙﾄ
ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物(引寄せ機能無し)：ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝｺｰﾅｰ床合板仕様 横架材接合部①短期許容耐力：11.5kN 短期許容耐力：10.1kN腰掛け鎌継ぎ+短冊金物

※又は同等金物使用 ※又は同等金物使用

柱 柱 柱 金物２枚仕様の場合

短期許容耐力：15.9kN
裏側を角座金4.5×40

裏側を角座金4.5×40角を介してナット締め
角を介してナット締め

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝｺｰﾅｰ(10kN用) ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝｺｰﾅｰ(10kN用) ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝｺｰﾅｰ(10kN用)
大入れ蟻掛け柱面:専用ﾋﾞｽTB-65x6本 柱面:専用ﾋﾞｽTB-65x6本 柱面:専用ﾋﾞｽTB-65x6本

土台等:専用ﾋﾞｽTB-120x4本 土台等:専用ﾋﾞｽTB-120x4本 土台等:専用ﾋﾞｽTB-120x4本
腰掛け鎌継ぎ

A-BOLT:M12
床合板 床合板

胴差 胴差

土台

M12ボルト
角座金4.5×40角
M12ナット締め 短ざく金物

基礎

M12ボルト
羽子板ボルト柱 柱

胴差部分① 胴差部分② 土台部分

Ｓマーク表示金物
渡りあご+羽子板ﾎﾞﾙﾄﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物(引寄せ機能有り)：Ｕ１５ 横架材接合部②短期許容耐力：15.0kN

柱 柱 柱 ※又は同等金物使用

※参考形状㈱タナカ

ｵﾒｶﾞｺｰﾅｰ（15kN用）使用も可。
但し、１階柱脚においては

引き寄せ金物 引き寄せ金物 引き寄せ金物を使用する
U15 U15
専用ﾋﾞｽTBA-65Dx5本 専用ﾋﾞｽTBA-65Dx5本引き寄せ金物

U15 軒桁 120ｘ150
専用ﾋﾞｽTBA-65Dx5本

A-BOLT:M16

A-BOLT:M12
六角ﾎﾞﾙﾄ M16

胴差 胴差(通しボルト)

土台

座金付きﾎﾞﾙﾄ
M16W

※柱頭金物と柱脚金物で金物サイズ

が異なる場合は大きい金物に合わ
基礎

せること。
小屋梁 180ｘ570

(通しボルトによって接合する場合)
柱 柱 敷桁 135ｘ240

胴差部分① 胴差部分② 土台部分

羽子板ボルト（片面）
柱 柱 柱 ※又は同等金物使用 ＠1818

※参考形状㈱タナカ

ｵﾒｶﾞｺｰﾅｰ（20kN用）使用も可。
但し、１階柱脚においては

引き寄せ金物 引き寄せ金物 引き寄せ金物を使用する
U20 U20

引き寄せ金物専用ﾋﾞｽTBA-65Dx7本 専用ﾋﾞｽTBA-65Dx7本
U20
専用ﾋﾞｽTBA-65Dx7本

A-BOLT:M16
六角ﾎﾞﾙﾄ M16 A-BOLT:M12

胴差 胴差(通しボルト)
Ｓマーク表示金物

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物(引寄せ機能有り)：Ｕ３５ 短期許容耐力：35.0kN土台
座金付きﾎﾞﾙﾄ
M16W

※又は同等金物使用

※参考形状㈱タナカ

柱 柱 柱
※柱頭金物と柱脚金物で金物サイズ

が異なる場合は大きい金物に合わ
基礎

せること。

(通しボルトによって接合する場合)
柱 柱

胴差部分① 胴差部分② 土台部分

引き寄せ金物 引き寄せ金物Ｓマーク表示金物
U35 U35ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物(引寄せ機能有り)：Ｕ２５ 短期許容耐力：25.0kN 引き寄せ金物専用ﾋﾞｽTBA-65Dx15本 専用ﾋﾞｽTBA-65Dx15本

U35
柱 柱 柱 ※又は同等金物使用 専用ﾋﾞｽTBA-65Dx15本

※参考形状㈱タナカ A-BOLT:M16
六角ﾎﾞﾙﾄ M16 A-BOLT:M12

胴差 胴差(通しボルト)
引き寄せ金物 引き寄せ金物
U25 U25 土台

引き寄せ金物 座金付きﾎﾞﾙﾄ専用ﾋﾞｽTBA-65Dx10本 専用ﾋﾞｽTBA-65Dx10本
M16WU25

専用ﾋﾞｽTBA-65Dx10本

A-BOLT:M16
六角ﾎﾞﾙﾄ M16 A-BOLT:M12

胴差 胴差(通しボルト)
基礎

※柱頭金物と柱脚金物で金物サイズ
土台

が異なる場合は大きい金物に合わ座金付きﾎﾞﾙﾄ
M16W せること。

(通しボルトによって接合する場合)柱 柱

※柱頭金物と柱脚金物で金物サイズ
胴差部分① 胴差部分② 土台部分

が異なる場合は大きい金物に合わ
基礎

せること。

(通しボルトによって接合する場合)
柱 柱

胴差部分① 胴差部分② 土台部分

Ｓマーク表示金物
ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物(引寄せ機能有り)：Ｕ２０ 短期許容耐力：20.0kN耐震壁　構造用合板9mm受材真壁仕様
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火打ち金物 火打ち金物
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9,100

耐力壁　構造用合板ｔ9　倍率3.3倍

45×105　ｼﾝｸﾞﾙ(外転び)


